
シンポジウム・研究の概観

運動 とイメー ジに関す る実験研究

松 本 千代栄

は じめに

現象性の文化一舞踊を研究対象とする舞踊学に

とって, 作者=作 品(演 者)=観 者の関係を把握

し, 表象と享受のメカニズムを客観的に明らかに

することは主要な研究課題の一であろう。

ここでは 自研究に視点をおいて研究過程を辿

り, 研究の着眼を研究法を中心に, シンポジウム

の課題"運 動とイメージに関する実験研究"を 考

える資料を提出し, 舞踊研究の現在を論 じる一石

としたい。

舞踊を対象とする実験実証的な研究姿勢は, 先

づ, (1)個人によって直接に認知体験されている現

象的場 phenomenal field (認知論的立場)一 あ

りのままの経験的事実を客観的にとらえ, 客観化

した内容を現象的場へかえすことを予想 し, (2)人

間の共通感覚をふまえて, 共有できる美的原理を

操作的に求め, 舞踊の楽式論 the Code の形成に備

え, (3)確かな受け渡しのできる研究法 と研究成果

の集積をねがって, 実験一 実証を積み重ねてき

たと言えよう。

「舞踊に関わる言語」によって, 舞踊を把捉 し

ようとい う研究的接近は;

《舞踊の作品像》一 全体像に対する接近を,

端緒としている。先づ,

調査研究"舞 踊の経験に関する調査"を 実

施し, 社会環境の異 りによる舞踊経験の差違, 舞

踊題材に対する関心の差異性 と類同性を明らかに

し, 更に"舞 踊主題 一 題名分析"に よっ

て, 舞踊専門者が選択 した作品題名の様相 対

象範囲, 年次変化, 個人差などを明らかにしてい

る。

これらの研究結果からは,「題名 Title」(1)に表わ

れた美的関心は;

I自 然(地 勢 ・気候 ・季節, 自然現象, 動

物, 植物)

II生 活事象(ス ポーツ ・遊戯, 八物 ・作業,

科学物質)

III芸 術 と思想感情(夢 ・物語, 音楽や諸芸

術, 思想感情, 抽象概念)

の諸領域に亘 り, 地域, 性 ・年令, 個人差によ

る異 りをもちつつ, 題名選択の結果か らは, 学

齢, 専門家を問わず, 舞踊は広汎な人間体験を内

包する表現であることを言語上に証 していると認

められた。発想を具現する 「題名」は現象性の表

現をコミュニケイ トし, 舞踊作品の総体を表象す

る言語化として, 作品の存在を保証する堰とし

て, 舞踊に関わる主要言語の一 とみられよう。

次に実験研究として 「舞踊の鑑賞」「舞踊の創

作 ・鑑賞能力の発達」を操作的にとらえた研究に

おいても作品の全体像の発現 と享受のメカニズム

を見出している。r題名」を伏せて作品鑑賞を行

い, 観者が題名を付与する実験では, 所与の題名

に類同する題名の他に, 写実か ら心象までの多岐

に亘る題名が観者によって付与され, 舞踊作品は

観者の個人的傾性の入 りこむ余地の大きい, 可塑

性を有する表現体であると認め られ, 「題名」の

果す意味と役割の重さが推定された。

しか し, 同時に実施した, 作品の鑑賞後に作品

にふさわ しい 「感情語」を選択する実験結果から

は, 共通の情調の用語が高い頻度で選択され, こ

こからは, 作品全体像 としてより表層に明らかに

なる個別の感情傾性 と, 表現の基底に潜在 して素

型化をはかる運動=感 情の型の二層が働いて舞踊

運動の構造化がはかられており, これらは, 言語

上に操作 ・弁別され得ると推測 ・仮定された。

これらの結果をふまえて, 

《舞踊の構造 ・機能》に関する一連の実験 ・実

証研究を継続実施した。

別表に示すように, 近年の研究は, 教育科学の

成果を実践の場へつなぎ, その実証を軽て, 更に-

必要な基礎資料を求めるという基礎研究=実 践 ・

実証研究の相互作用の中に進めてきた。

ここでは, 実践 ・実証研究の側の成果は別の機

において, 実験的 ・操作的に進めた研究の側に視

点をおき, 手続 と結果を概観 したい。
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動きとイメージの連合を舞踊研究の原初かつ根

源の問題とみて, 言語(舞 踊用語)と 運動(舞 踊

運動)の 連合に働 く諸機能を操作的に検出した過

程と結果である。

I舞 踊の構造 ・機能に対する接近

舞踊の構造 ・機能を, 言語上に把握 しようとす

る研究は, 「全体として一一つの構造を もち, その

いかなる部分も全体 との関連で機能をもつ」 とい

う構造 ・機能的な考えを前提として, 対象におけ

る構造の存在を仮定 した上で, その構造を明らか

にしようとする方法をとっている。即ち, 部分の

相互関係を考慮に入れた統一的全体を舞踊の構造

とし, 個 々及びその統合の作用を機能とみて, 互

いに関連しながら全体として一つの体系を形成す

る関係を操作的にとらえ, 検証 しようとするもの

である。

文章法が, 真の思考の単位は, 文字や単語では

な く, 文章であるという考えをもつのに等しく,

舞踊の全体像を見失わず, 細部と細部の役割と関

係づけを求め, 行動文化としての生きた働きを見

出そ うとしている。

1)舞 踊用語に関する研究

舞踊の構造 ・機能に関する研究的接近の第1

は,「舞踊用語」の収集 ・分類から始まっている。

研究I(2)およびII(3)では, 舞踊の研究・教育著書国

外(米 ・英), 国内から各5著 計10著 を対象 と

し, 舞踊運動が作品へ と創成される過程に関わる

用語に視点をおいて用語を抽出 した。(用 語総数

(国内)1399語)

それらは以下に示す項 目に分類されている。

A. 全体に亘る語

B. 細分化された語

C. その基底の働 きをする語

分類項目(4)と例示は以下のとお りである。

(I)身 体に関する用語
-舞 踊の実現として働 く身体に関する用語一

例;舞 踊的身体, 身体部位, 身体機能, 感覚

など

(II)基 礎的な身体運動に関する用語
-身 体を表現媒体に改変させる基礎的身体運動一

例;舞 踊運動, 自然運動, 日常動作, 身体意

識, 運動感覚, 運動の質など

(III)舞踊運動形成に関する用語
一身体運動を舞踊運動として表現形成するため

の働きの用語一

例;空 間意識, 空間支配, 空間構成など

(Iv)作 品形成に関する用語
-作 品創作過程及び美的感情をはこぶ創作作品

化に用いられた用語一

例;リ ズム, 流れ ・時 ・空 ・力性, 創作過

程, 動機, 美的判断 など

(v)美 的原理に関する用語
一舞踊の美の視覚的, 空間的, 運動的時間的関

係を支配する美的形成原理の用語一

例;変 化と統一, 様式, 形式 など

(VI)上 演, 演出に関する用語
一舞台上演にともな う企画, 演出, 演技, 効果

に関する用語一

例;演 出, 音, 証明, 衣装, 美術 など

(yII)教育, 学習指導に関する用語
一舞踊学習にかかわる学習 ・指導に関する用語一

例;目 標, 技術, 評価, 個性, 環境など

(vII)その他
一他の舞踊形式などの関連分野の用語一

次に, これらの舞踊創作に関わる用語の抽出と

分類をふまえて, 舞踊の構造 ・機能の図式化を試

みた。

2)舞 踊の構造 ・機能の図式化(5)

図式は, Fig.1に 示すように, 作品形成 に含ま

れる要因(主 題T一 作品W)を 中央に位置づけ, 

それ らにかかわる情調Fv, 音や美術などの効果

M・SorS・E及 び美的形成に働 く美的要因Apを 周

辺に配 して囲み, 作品の総体を示している。更に

その外部に作者Chと 作品の実現者 としての演者

D, また上演の場Dpと 観者Auを 配 して, 作品の

実現 と受容の場の働きを示している。更に視点を

拡げて作品=鑑 賞の場を包摂す る時間 Timeor

History, 空間 Space or Area を示 し, 舞踊の時空

Fig. 1 Factorial Design of Dance-Structure & Function
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性を見据えつつ, 作者=作 品=観 者, 即ち人間存

在の営みが, 地域と歴史の中に在 り, 個は(個 に

よって出現された作品を含めて)当 代に生きた社

会的個としての実在であることを示している。各
コーナーに配 した社会文化, SCは, その意味で作

者 ・観者の個人的傾性を包容しつつ, より永続的

な人間文化の形成=衰 退過程とその所産を享けて

の当代の個の存在と作の創出であることを示して

いる。

3)図 式の検証一 舞踊批評文の意味微分

上述の舞踊用語の収集分類 帰納, 演繹の手

続に推論を加えた 「舞踊の構造 ・帰納の図式」の

仮説設定は, 果 して妥当性をもつか, また, 図式

化の意味は何かを検出す るために, 次段階 とし
て, 「舞踊批評文」を手掛 りに文章 の意味微分を

行い, "言語をもって舞踊表現の存在を実在させ

啓発する"批 評文が, この図式に示された構造 ・

機能を容認するか否かを確かめた。

検証の方法は, 凡例に示すように, 批評文の文

章分析を行い, 意味を微分することによって, 何

を対象に, どのような働きが言語上に認証されて

いるかを明らかに し, その項目内容と図式とを比

較対象 し, 図式の構造 ・機能上の要因と相互の連

関を検出し, 評定する手続をとった。

凡例の具体に触れると, Fig.2に 示す ように, 

批評文の本文を文章毎にカード化し, 加線を加え

て意味を評定 し, 複数の評定者により適否を正し

つつ, 批評の指摘する対照とその働きの弁別をは

かっている。

収集された舞踊批評文の記事総数1765篇 その

内, 現代舞踊系543篇 の中, Modern Dance 対象の

批評文284篇(執 筆評論家12名)の 文章分析で

ある。

結果として, 文章中に用いられた用語の同類

を集めた代表語(5語 以上の項目をもつ)と その

頻度は下表のとお りである。(用語総数2811語)。

図式に掲げた項 目は, 批評文の代表語によって先
づ認証されたとみられよう。

次に, 各項 目の連関 意味微分に表われた機

能(Fig.2「 意味微 分例」参照)は, 主として以下

の要因の連合 として文章化されていることが明ら

かになった。例えば,

身体一運動B-M(凡 例1)

運動一変化-連 続M-V-S(凡 例6, 9)

群 一構成G-C(凡 例10)

主題-構 成T-V-C(凡 例11)

運動-情 調M-Fv(凡 例5)

主題一美的形成T-Ap-C(凡 例12)

作者-演 者一(観 者)Ch-D-(Au)(凡 例19)

公演-社 会文化Dp一(W)一SC(凡 例22)

などであ り, これらの連合の結果は, 批評文の言

語表現, 即ち, 鑑賞の側からの部分 ・全体関係及

び機能の認知 として, 仮説的に設定 した 「舞踊の

構造 ・機能の図式」を保証 し, その妥当性は立証

されたと認められる。(Fig.1の 下部参照)

これらは作品鑑賞のメカニズムとしてのみなら

ず, 作品創作の文章法 として創作の場にも還元で

きる構造 ・機能の図式 と推論 され る。(こ こでは

触れられないが, これらの図式の構造 ・機能から

課題化を行い, 創作における独 自性を前提としつ
つ問題解決学習 Prodect Methods を実践 し, 実践

上に舞踊の構造 ・機能 の図式 と創作学習の有効性

を確かめた実証的研究がある)

次に, これらの意味微分から作品化の全過程に

関わる 「運動 と情調」M-Fvの 連合をみた基礎研

究について論を進めたい。

運動と情調の連合は, 舞踊の核心の問題の一で

あろう。

皿 舞踊運動 と感情語の連合に対す る接近

前述の研究において, 図式上に 「情調」Fvと 示

された感情語は, 身体や運動が常に感情の とも

なった体験 として鑑賞される-即 ち, 動きは単

なる動 きとしてではなく, 人体としての運動をこ

えて, 感情の価をもって享受されることを証して

お り, それらの享受は最小限の動 きの単位M-

Fvか ら, 一一連の動きM-V-Sに, また, 演者相

互にかかわ りを増す群, G-C, 作品の完成T-

Wに 到る各段階において, 運動と情調は相互に呼

応 しあい相乗を計 りつつ, 結果として作品の情調

W-Fvを 強化し, 最終の実現に到 っていると認

められた。

これ らの, 運動をそれ以上のものとして価値づ

けられる機能 「動きの感情価」(あ るいは鑑

賞価)舞 踊運動と感情の連合の基本的な様相

をみる実験的接近は, 以下の楷梯をもって実施 し

た。即ち, 

I運 動が1つ の表現質(運 動の質)を 獲得す

る最小限度のまとまりの長さと條件, 即ち,

Motive を仮定 し,
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Fig. 2 用語抽 出及 び意 味 微分

【凡 例 】

1 y 12

5
10 19

6
11 22

【 意味 の 微分 例 】

(1)運 動の要素

T一M 助きけいわぱ主題から極増に逗い処にあり,

D-M 級邸を両予で叩さつけ

3-M-FV 腕の琳 が痛快

M-v 肋 にゆっくり屈山するノンス

M-S 需に同し形で反複

M-FV ハー ドな動 毒

図1.(2)構 成の要素

r-M-C 花が散る。 といつた助毎を増してゆくパリ

エー一シ●ンを389紬とした巧みがある
T-C「 オセロ」を34人 の主憤者のみによっ、て(他に

コロスが丑場)そ の心の葛耶を滞彫 りにする

C-V-FV 3人 の"か な靴 の励 で撤 り.そ れぞれ

のソロ。猷しい腔上りと続専, 彊いエピロー

グで暮となる
C-C-D 披自身-が狂言まわしに3わ り。鱈畿のコンビが

芯になる.そ れを罵人の騨 舞がかこむ

W-C 荊半と後半とに分かれている

C-FV 全体は古典的な構成

C一AP 全体は四皐から成っていて○それそ「れがひと

つのエピソー ドを形づ くっている
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IIそ こ に働 く運 動 の美 的性 質 と機能 を確 か

め,

III運 動 の質 と所定 の感情語群 との対応, 関 連

を操作 的に把捉す る ことに よって,「 運動 」

と 「感情語」 の連合の メカニズム と規範 を見

出そ うと試 みた ものである。

1)「 運動の質 と感情価」 の実験 ・検証(7)(8)

Seven Motives-

(1) check list の作 定

実験上の用語の整備 は, 先 行用語研 究の 「感情

語」Fvの 収集 ・分類には じま り, 次 下の三層 の感

情語表を選定 した。 すなわち,

A. check list (1); 運 動 に 表 現 性 を もた ら

す, よ り基層の素型的性質を言語 上に とら

える。 「運動=感 情 の型, M-pattern を み

る check list,

B.check list(2); 運 動 の よ り表層 に 明 らか

になる感情 と して, 「運 動=感 情 の質F-

Quality」 を み る check list。

C.運 動 の よ り全体 的 な表象 ・象徴 性 をみ
く

る。 「全体像 の質 Mode」 の check Iist。

check list (1)は, 時性 Time, 力 性 Energy, 空 間

性 space design の局 面か ら各6語 の対語, 計18語

を選 び, 

check list(2)は, 先 行 用語研究 の形容詞; 形 容動

詞を同義, 類 同語 に群化 し, 最 も 日常性に近い行

動 の形容 を中軸 において, 両 極に感情語域をひ ろ

げ, 7領 域 を設定 している。1領 域6語, 計42語

を選定 している。(Fig.3)

check list (3)は, 12語。 必要 に応 じ追加で きる。

(2)Seven Mtives の作 定(9)

実験 上の動 きめ作定 は, 両腕 を等速 に吸気呼気

の よ うに上下, 開 閉 して歩行す る動 きを Motive の

基 点(動 きの原型 proto type)と 定 めた。
"Motive" は 同 一 の動 きの単 位 を2回 反復 す

ることに よ り, そ の性質 が定性化す る ように作定

している。

これ らの腕 の上下, 開 閉 と, 交 互 に足 をはこぶ

條件 を保持 しつつ, 動 きの時 ・空 ・力性 を変 え

て, 6領 域 の感情価 を考慮 して動 きを変形 した。

動 きの原型を Natural Mv. と名 付け, 他 の 各 領域

の代表 語 を定 め て, Dynamic Mv., Sharp Mv.,

Solemn Mv., Lonely Mv., Happy Mv., Flowing

Mv. と名 付 けた。

各 Motive の 動 きの性質 は, 解 析 図(Fig.4)上

に その特質をかな り明瞭に読 み とる ことができ よ

う。解析は 「全身の移行」 は頭項, 腰, 膝, 足 先

の軌跡に よ り, 運 動現象を図形化 し, (move, stic-

k), また, 2点 間距離変化 グラフに よって, 腰 と

床, 及 び 両手先 間の距離変化を グラフ化 し解析 し

てい る。各 Motives の動 きの時 間, 空 間, 力 性 が平

面上にかな り明瞭に読 み とられ, 所 与の特性を備

えてい ると認め られた。

(3)Motives と Images (感 情 語)の 連合

各 Motives と感 情語の連合をみ る実 験 は, 映 像

に よって 7 Motives の 鑑 賞 を行 い, 2種 の check

list を 用 いて用語選択 を行わせた。(実 験方 法, 省

略)

chedk list (1)の結 果; 意 味 づ け した 得 点 結 果

(Fig.5)か らは, Solemn, Lonely, Flowing の各

Motives は 対 語 群A領 域 の語 が よ り多 く選 択 さ

れ, Dynamic, Sharp, HapPy の 各 Motives で は, B

領 域 の語が多 く選択 され, Natural Mv. で は, A・

B両 領域 に亘 る語選択が行われてい る。

感情語 の性質につ い てみ る と, Solemn Mv. か

らは"ゆ っくりした""重 い", Flowing Mv. か

ら は, "な め ら か な""曲 線 的 な"性 質 が,

Lonely Mv. か らは"ゆ っ くりした"'"重 い""持

続 的な"性 質 が読み とられ, 対 極的な性質 を もつ

Dynamic Mv. か らは"ス ピー ドのあ る""拡 大的

な"性 質 が, Sharp Mv. か は"直 線的な""ア ク

セ ン トのある""強 い"性 質, Happy Mv. か らは
"軽 い""ス ピ ー ドの あ る""ア クセ ン トの あ

る"性 質 が読 み とられ てい る。Natural Mv. か ら

は1"規 則 正 しい""ノ ミランスの とれた""持 続

的な"基 調 が読 み とられ, 各 Motives は, 運 動 の

素型的な特質 M-pattern を 明瞭 に把持 し, chedk

list(1)はこれ を弁別 し得 ると認め られた。

各 Motives を 通 して時性 は よ り確 実 に把 握 さ

れ, 時性 は M-pattern の 判 断を 方向 づけ る先導

的な働 きを もつ とみなされた。

check list (2)の結 果; 運 動=感 情 の 質: F-

Flg.5 感情語の選択一M-Pattom 重みづけした得点結果 億纏覧・1.2.3.血 亀与A口駅卜脂
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Figure 3
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Figure 4.-Distance between the Hipbone and the floor.
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Figure 3.1. Netura mv. Figure 3.3. Dynamic hic.
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Quality をみる check list (2)では, 42語 から Motive

に適合する3語(順 位づけ)を 選択させ, 1人 当

り摘出頻度及び各 Motives の当該語群 と他6語 群

からの選択数 とを比較 した。7種 の Motive はすべ

てその代表語の属する同一語群内の語を最多選択

する結果(太 線かこみ)を みせている。(Fig.6)

5種 の Motives (Dynamic, Sharp, Happy,

Flowing, Natural)は, 各当該語群選択数 と他6

領域語選択数の間には, 危険率1%未 満で有意差

が認められている。持続性, 内包性を共有する

Solemn, Lonely Mv. についても, Solemn Mv. にお

ける"厳 かな"語 群からの語選択 と"寂 しい"語

群からの選択数, また Lonely Mv. における"寂 し
い"語 群からの語選択と, "厳かな"語 群からの

選択数にはく0.1で 有意差が認められ, 2つ の

Mv.の 異 りは認知 されていると認められる。

これらの結果から, 作定 した7種 の Motives は,

代表語に代表される感情語群に対応し, 各代表語

領域内の感情語の情調を内包しつつ, 運動の感情

価(10) F-Quality を確立しているとみなされた。以

上の結果から,

7種 の Motives の動きの識別と, 42語 の感情語

群の選択上にみる連合からは, 有意差をもつ連合

域が認められ, Motive は最小限の運動の中に, 明

らかに他 と識別 しうる特定の感情価を内包 してい

ると認められた。

これらの舞踊運動と感情語の連合をふまえ,

Motive の内包 しうる感情の域を確かめるために,

より自由な連想実験を追加 した。

2)Seven Motives と舞踊主題連想

checklist(1)・(2)の実験と日時を別に して, 同一

対象に, 各 Motives の映像鑑賞を行い舞踊主題 の

自由記述を実施 した。(各Mv鑑 賞後4分 の制限

連想時 間)Fig.7に 示 す よ うに 自由記述 の舞 踊主

題 は多彩 にひろが り, 各 Motives の鑑 賞 か ら想像

的 ・創造 的思考 はスムーズに拡が り, Motives は,

連 想を拓 く動機づ け としての性格を保有す ると認

め られた。

各 Motives か ら の連 想 主 題 は, HapPy 134,

Flowing105, Loneley101, Natura1106, Solemn

136, Sharp120, Dynamic103と 量 的な思考の円滑

さを示すのみな らず, 質 的に も, 重 な りを有 しつ

つ も各 Motives 独 自の連想をひろげ, 主題 連想 は,

現 実 の想起か ら思想感情, 抽 象 思考 に亘 り, 明 暗
・興奮 と沈静, 宗 教的感情 な ど人間存在 の豊潤の

内面 と個性を投影 して主題化 され ている と認め ら

れた。Motive の柔 軟な可塑性 は主題言語上 に明ら

か とみ られ よ う。(Fig.7)

以上 の Chedk list(1), Chedk list (2), 及 び舞踊主

題 の自由連想 の実験を通 して,

最 小限 の表現単位 としての最 もシンプルな舞踊

運動 Seven Motives は, 各 Motives と対応す る感情

語群 との正 の連合 において, 人 間の共通感覚 の働

きを運 動=感 情 語 上 に 証 して お り, 最 小 限 の

Motives は, 同時 に限 りない人間 の思想 感情 域 と

個別性 を啓発す る契機 と しても機能 し得 る特質 を

備えている と認 め られ た。

この意味で"運 動 とイメージの連合の範時"た

り得 るもの として, Paradiam of Movement and

Image-7 Motives (C.M.)と 名 付 けている。

最小限の単位 に投影 され る人間存在のすば らし

さに瞳 目しつつ進 めた実験過程 であった。

3)補 追一check list の 相 互連関

chedk list(3)につ いては, CHHAILの 事 例 を あ

げてお きたい。

check list(3)S-Tendency は, (1)(2)に 比 し, 舞

「舞踊主題」の連想
N階23(学 生17, 院生6)用 語総数805語

※ 同一語数+〔同類梧数〕
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踊表現の よ り全体 的な表象 の把握に用い られてい

る。 いわば象徴 的な用語 である。 その意味では,

作 品の作風 mode を評 定 して い る語 と もみ られ よ

う。

check list(3)を用 いた先行研究では, 創作作 品の

作風 と享受を明らか に した事例(ll)があ るが, こ こ

で は, CHHAILの 比 較(12)によ って, check list (1)

(M-pattern or B-Mcode), chec klist (2), (: F

-Quallty or M-V-Scode), check llst(3)(S-

Tendency=T-Wcode)を 併 用 し, 感 情 価 の基

層 と表層 の関わ り及 び全体印象を, 感 情語群 上に

みた事例 を掲げ ておきたい。

CHHAILの 二 つ の演 目は, 用 語選択上に明瞭に

区別 されている。即 ち, M-pattern で は, "流 れ

るよ うな", "ゆ るやかな", "曲 線 的な"演 目

と, "ス ピー ド感 のある""ア クセ ン トのある"
"緊 張 した"(強 い)演 目 とに弁 別 され, F -

Qulity で は, "や わ らか い""優 美な""表 現 的

な"演 目と, "鋭 い""迫 力 の あ る""躍 動的

な"演 目として弁別 され, 全 体 印象 S-Tende-

ncy で は, "叙 情 的""幻 想 的"な 演 と"力 動

的""宗 教 的"な 演 と して全体像 を異に しつつ,

二 つの演 は, 古 代神話 の源を共有す る演 として,

用 語選択上 に も"神 聖 な" F-Quality と"幻 想

的""劇 的"な 作 風 S-Tendency を 共 有 して い

ると読 み とられ る。

これ らの用語上 の連関は, 更 に追跡研 究を必要

とする ものであるが, 静 動の異 った構 造化 の情調

を対比的に平面上 に示す弁別結果は興味深 い示 唆

を含んでい る と思 われ る。 即 ち, 舞 踊 に おい て

は, 『静」 も 「動」の中 とみ られ るが, 用 語群 の類

別上 にみ る静動のは こびの様相 は, 1つ の演 目の

弁別を越えて, 文 化の基調 と して の様 式 mode に

も chdck list 上 に 接近 で きる こ とを暗 示 してい る

と倣 され よ う。今後 に侯 ちたい問題 である。

おわ りに

7 Motives の 追 跡研究は, 佐 藤, 松 本 に よ って

Analytical Approach to the Abilities of Dance

Performers, (Proceedings of the JYVASKYLA

congress, 1987)と して Seven Motives の 範 疇が,

ダ ンサ ーの熟練未熟練をみる評定尺度 としても活

用 され得 る結果を示 し, 島 内, 安 村, 西 に よって

「運動 の質 と感情価 の追跡研究」 として, "舞 踊

作品におけ る Motives の 機能"や"形 成要 因"が

追跡 され(1992), 三 宅, 佐 藤, 細 川 に よる 「舞踊

技能 の上達 と美的判断に関す る研究」1993な どに

よって, 範 時の意味 と役 割が再確認かつ再発掘 さ

れつつ ある。

また, 舞 踊創作学 習の内容 として多 くの実践上

に創作の動機づけや作 品化 に役立 てられ ている。

「運動 とイ メー ジの連合 の範 疇」 と しての7

Motives は, 実 験 対象 としての運動 Motives を映 像

上 に明確に残 し, また check list と して感情語表 を

提 出 して, 追 跡研究及び活用 を可能 に している。

今後, よ り多 くの例証, ま た補正 を得 て, 冒頭

にねが った舞踊の楽式論 の成立 に資す る もの とな

ることをねが ってい る。
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